
 

 

第 64 回⽇本神経学会学術⼤会 終了の御礼 

 

⽇本神経学会 会員各位 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
此の度は、千葉に於いてハイブリッド形式で開催しました第 64 回⽇本神経学会学術⼤会にご参加いただき、
誠に有難うございました。お蔭さまで現地参加は約 6,000 名、WEB 視聴者を含めると約 8,700 名と、多くの
皆様にご参加いただき、無事終了することができました。本学術⼤会の⼤会⻑を担当させていただきました 
ことは⼤変光栄なことであり、これもひとえに皆様のご協⼒とご⽀援の賜物と、⼼より御礼申し上げます。 
今年は新型コロナ感染予防措置が緩和され、何とか現地参加を主体とした計画通りに開催することができ 
ました。ご尽⼒いただきました関係各位に重ねて厚く御礼を申し上げます。 
本学術⼤会の運営にあたっては、学会事務局と運営事務局の双⽅の御協⼒のもとで、作業を進められました。 
また、プログラム編成にあたっては、学術委員や教育プログラム⼩委員、及び関連の皆様に多⼤な御⽀援を 
頂きました。 
⽇本神経学会では学術⼤会国際化の⼤⽅針を掲げていますが、今回の企画プログラムの内、シンポジウム等の
学術プログラムについては 37％、⼀般演題が⼝演の 44％、ポスター33％が英語での発表となり、国際化の 
充実化を⽬指しました。また会期中に Late Breaking Session から選ばれた演題のプレス発表を⾏い 24 社が 
参加するとともに 発表に対してメディアから 58 名の取材参加を受け⼊れました。 
このように皆様からたくさんの御協⼒と御⽀援を頂き、学術⼤会を開催・運営することができました。ここに
改めて感謝申し上げます。 
以上、簡単ではございますが御礼のご挨拶とさせて頂きます。 
皆様の益々のご活躍とご健勝を⼼よりお祈り申し上げます。 

謹⽩ 
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